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Ⅰ．新経営計画「ＮＮＩ－１２０ Ⅱ」  
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１．新経営計画「ＮＮＩ－１２０ Ⅱ」概要 

＜業績目標＞ 
２０２０年度   

目標 

年平均 

成長率 
基準年度  

（２０１４年度実績） 

連結 売上高 ７，５００億円 ６％ ５，２６１億円 

連結 営業利益 ３００億円 ７％ ２０４億円 

ＥＰＳ 
(１株当たり当期純利益) 

８０円 ８％ ５３円 
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 トップラインの拡大からボトムラインを重視した「収益基盤の再構築」へ 
  大きく舵を切る 
 

２０２０年度を最終年度とする６年間の新経営計画「ＮＮＩ－１２０ Ⅱ」を 
新たに策定し、２０１５年度から取組みをスタート。事業環境の変化に 
臨機に適合し、当社グループの持続的成長を目指す 

 自立的成長とＭ＆Ａを含めた事業ポートフォリオの最適化を柱に着実な 
    成長を図る 

 資本の効率性と財務の安定性のバランスを取った資本政策を実行し、 
    株主還元を一層積極化する 

「ＮＮＩ－１２０ Ⅱ」の骨子 
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２．「ＮＮＩ－１２０ Ⅱ」 基本戦略 

（１）当社グループの成長に向けて、事業の選択と集中を進め 
     事業ポートフォリオの最適化を実行し、重点分野に経営資源 
      を集中的に投入 
 

コア事業（製粉、加工食品）の安定した収益基盤の再構築 
成長分野の事業を積極的に伸ばす 
収益性・成長性が見込めなくなった事業は速やかに再編 

 

（２）買収した事業を含めた既存事業の自立的な成長 
 

（３）新規戦略投資（Ｍ＆Ａ、設備投資）をスピード感を持って積極的 
   に実行 
 

（４）コスト競争力の強化と安全・安心な製品の供給の両立 
 

（５）将来の成長を見据えた核となる人材の確保・育成 
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Ⅱ．２０１６年３月期 実績、 

     ２０１７年３月期 業績予想 
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１．２０１６年３月期 実績 

２０１６年３月期 

実績 

前年実績 業績予想 

比 比 

売上高 556,701 526,144 ＋5.8% 563,000 ▲1.1% 

海外売上高比率 19.7% 16.1% － 19.7% － 

営業利益 23,769 20,476 ＋16.1% 22,800 ＋4.3% 

経常利益 28,099 25,544 ＋10.0% 27,000 ＋4.1% 

親会社株主に帰属 
する当期純利益 17,561 16,036 ＋9.5% 17,300 ＋1.5% 

・ 「ＮＮＩ－１２０ Ⅱ」初年度の２０１６年３月期は、当社のコア事業である
製粉事業・加工食品事業の収益基盤の再構築や海外事業拡大施策を
積極的に推進 

・ボトムラインを重視した販売政策、高付加価値製品の拡販、国内・海外
における最適生産体制の構築、及び米国を中心とした海外製粉事業の
出荷好調等により増収・増益 

（単位：百万円） 

6 ※金額は百万円未満切り捨て 
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２０１７年３月期 

業績予想 

２０１６年３月期 

実績 
前年差 前年比 

売上高 560,000 556,701 ＋3,298 ＋0.6% 

海外売上高比率 19.0% 19.7% ▲0.7% － 

営業利益 24,300 23,769 ＋530 ＋2.2% 

経常利益 28,300 28,099 ＋200 ＋0.7% 
親会社株主に帰属
する当期純利益 18,700 17,561 ＋1,138 ＋6.5% 

（単位：百万円） 

２．２０１７年３月期 業績予想 

・海外事業の順調な拡大、及び㈱ジョイアス・フーズ買収等により増収を
見込む 

・ボトムライン重視の諸施策の実行、国内・海外の最適生産体制による 
生産性向上、及び海外製粉事業の更なる拡大等により、副産物（ふす
ま）価格のマイナスを吸収し増益を見込む 

7 ※金額は百万円未満切り捨て 
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Ⅲ．「ＮＮＩ－１２０ Ⅱ」の進捗と具体的成果 
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2012年3月 ミラー・ミリング（２工場）を買収し米国市場に進出   （1,730㌧/日）                  

2013年2月 生産能力 約30％（510㌧/日）増強            （2,240㌧/日） 

2014年5月 新たに4工場を取得し全米第4位の製粉会社に躍進 （5,900㌧/日）            

   

       

億円 

３ 

４ 

２ 

５ 

６ 

１ 

本社 

ミラー・ミリングの本社及び工場立地 

ミラー・ミリング・カンパニーLLC．（以下、ﾐﾗｰ・ﾐﾘﾝｸﾞ）の事業拡大 

880 

880  

1,120  

1,640 
600 

ロサンゼルス工場      （   〃    ） 

オークランド工場        （   〃   ）   

サギノー工場             （ﾃｷｻｽ州） 

ニュープラーグ工場    （ﾐﾈｿﾀ州）  

ウィンチェスター工場 （ﾊﾞｰｼﾞﾆｱ州） 

フレズノ工場        （ｶﾘﾌｫﾙﾆｱ州） 

ﾐﾗｰ・ﾐﾘﾝｸﾞ 5,900㌧/日 

４ 

３ 

５ 

６ 

２ 

１ 

780  

（生産能力は原料小麦ベース） 

 ・売上拡大に向けた販売戦略の実行 

 ・技術スタッフによる顧客サポートの強化 

 ・生産管理・品質管理機能の強化 

 ・グループ会社とのシナジー 

 

 ■買収効果の最大化を目指しＰＭＩ（経営統合施策）を推進 

’
14
年
取
得
4
工
場 

生
産
能
力
（ト
ン
／
日
） 

 ※括弧内は生産能力で原料小麦ベース 
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 ■ミラー・ミリングの製粉工場 

１．海外事業の拡大①                      
～ ミラー・ミリング（米国） ～ 

http://www.millermilling.com/
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年度 

2013 

年度 

2014 

年度 

2015 

年度 

売上高（億円） 

成長率（2012年度比） 

（億円） 

（億円） 

ミラー・ミリングの２０１５年度業績について 

（単位：百万円） 2015年度 2014年度 前年差 

売上高  67,035   44,895  ＋22,140 

経常利益 
（のれん等償却前） 

     
  3,028    1,948 

 
 ＋ 1,079 

（のれん等償却後）     920      305  ＋   614 

・２０１５年度は、４工場の新規取得による業容拡大に加え、既存 
 ２工場の出荷好調等も寄与し大幅な増収・増益となった 

※のれん等償却費は、のれん及び無形固定資産（顧客関連資産） 

  の償却費。 ※成長率は、2012年度を起点とした米ドルベース
の実質成長率 

■ミラー・ミリング 業績 ■売上高推移 

１．海外事業の拡大②                    
～ ミラー・ミリング（米国） ～ 
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・今後、人口増加が続く米国市場で、事業展開を一層加速していく 
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■海外の小麦粉生産能力は国内に匹敵 

100%

120%

140%

160%

2011 
年度 

2012 
年度 

2013 
年度 

2014 
年度 

2015 
年度 

ﾛｼﾞｬｰｽﾞ・ﾌｰｽﾞ売上高成長率

（2010年度対比） 

北米製粉事業の成長戦略を一層加速 

ロジャーズ・フーズLtd.（以下、ﾛｼﾞｬｰｽﾞ・ﾌｰｽﾞ）が、北米西海岸地域の事業

拡大に向けバンクーバー近郊のチリワック工場新ライン増設に着工 

■ロジャーズ・フーズ    

 ・新ライン  ：生産能力  ２５０㌧/日 

    ロジャーズ・フーズ全体（増設後）では７７０㌧/日 

    となり、生産能力は１．５倍に増強 

 ・投資額     ： ３４億円 

 ・完工時期  ： ２０１７年秋頃 

（ｶﾅﾀﾞﾄﾞﾙﾍﾞｰｽ） 
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（原料小麦ベース） 

■ﾛｼﾞｬｰｽﾞ・ﾌｰｽﾞ工場立地 

チリワック工場 

１．海外事業の拡大③                      
～ ロジャーズ・フーズ（カナダ） ～ 

（㌧/日、原料小麦ベース） 

日清製粉グループの小麦粉生産能力 

１５，８１０㌧/日 

（2017年 ロジャーズ・フーズ増設後） 

バンクーバー 

シアトル 

ポートランド 

チリワック工場 

本社・アームストロング工場 

カナダ 

アメリカ 

太
平
洋 
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海外 
売上高比率 ５.８％ １２.３％ ２１.４％ ２９.６％ ３５．４％ 
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（億円） 5月 4工場取得 
2月 買収     

2月 30%増強 

1月 20%増強 

3月 買収 
億円 

億円 

億円 

2012年 

2013年 
2014年 

※成長率は、2011年度の期中
平均為替レートを用いて、
2012年度から2015年度の
海外売上高を円換算し伸
び率を算出した実質成長率 

221

445

687

100

542%

100%

222%

369%

0
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（億円）

0%

100%
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300%
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海外売上高（億円）

成長率（2011年度比）

億円 

億円 

・製粉事業の海外売上高は、５年間で 

 実質約６．５倍に拡大した 

・更なる海外事業拡大に向けＭ＆Ａ含む 

 戦略投資を積極的に実行していく 

ﾛｼﾞｬｰｽﾞ・ﾌｰｽﾞ
（ｶﾅﾀﾞ） 

日清STC製粉
（ﾀｲ） 

ﾐﾗｰ・ﾐﾘﾝｸﾞ 
(米国） 

ﾁｬﾝﾋﾟｵﾝ製粉
（ﾆｭｰｼﾞｰﾗﾝﾄﾞ） 

１．海外事業の拡大④                
～ 製粉事業の海外売上高の推移と成長率 ～ 

http://www.millermilling.com/
http://www.millermilling.com/
http://www.millermilling.com/
http://www.millermilling.com/
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２０１６年１月に㈱ジョイアス・フーズを買収し、当社グループの惣菜・弁当・サン

ドイッチ等のラインアップに、新たに調理麺が加わり、全てのカテゴリーを供給で

きる体制が確立。中食・惣菜事業を成長分野と位置づけ、グループの主力事業

に育てるべく取組みを強化していく 

・全国的な生産拠点 

・幅広い生産ノウハウ 

・商品開発力 

・品質管理ノウハウ 

トオカツフーズ㈱ ㈱ジョイアス・フーズ 

＋ 

（惣菜商品フルラインアップ体制） 

当社グループの「総合惣菜事業」 

・事業内容 ： 調理麺等の製造販売 （2015年度売上高 約170億円） 

・生産拠点  ： 児玉工場（埼玉県）、京都工場の東西２工場体制 

・投資額   ： 32億円（当社の出資比率は65.1％） 

 

■ ㈱ジョイアス・フーズ 

イニシオ・フーズ㈱ 

和惣菜等 調理麺等 
弁当、おにぎり、    
ｻﾝﾄﾞｲｯﾁ、惣菜等 

当社連結子会社 
2012年12月     

持分法適用会社化 

２．中食・惣菜事業の強化                        
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高付加価値新商品「日清 いろいろ作れる から揚げ粉」発売 

～ 「日清 クッキング フラワー  」に続くボトルタイプ第２弾 ～ 

日清 クッキング フラワー 

（詰め替え用） 

・家庭用小麦粉の常識を変えた 
 ボトル入り小麦粉「日清 クッキ 
 ング フラワー  」は昨年２月の 
  発売以降、順調に販売伸長 

・発売初年度の2015年度は、 
 マーケットシェア１０％に拡大 
 （SRIﾃﾞｰﾀ） 

日清 いろいろ作れる から揚げ粉 

・から揚げ以外のいろいろな料理 
  にも使える汎用性 
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（詰め替え用） 

・当社独自の配合で“サラサラ 
  タイプ”のから揚げ粉 

R 

新ＣＭを制作                              
ＴＯＫＩＯの 
松岡昌宏  

さんが魅力を
紹介 

R 

R 

３．加工食品事業の差別化戦略                        

・ボトル入りで２通りの使い方が 
 出来る便利キャップ 

当社独自の技術でゆで時間を従来 
の半分以下に短縮した「マ・マー   
早ゆでスパゲティ」も販売好調 

ﾏ・ﾏｰ早ゆでｽﾊﾟｹﾞﾃｨｼﾘｰｽﾞ 

マ・マー 早ゆでスパゲティ 

・「青の洞窟」「弾むもちもち生パスタ」
等の高付加価値ブランドを重点的に
拡販 

 

■マ・マーマカロニ㈱神戸冷凍食品工場 
 ・生産品目   ：冷凍パスタ 
 ・投資額     ：約28億円 
 ・生産能力   ：約5,200万食/年 

・マ・マーマカロニ㈱神戸冷凍食品工
場が2015年5月に順調に稼働、冷凍
パスタ事業の更なる拡大を図る 

冷凍食品事業の拡大 
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 トルコ日清製粉A.S. （パスタ）  

内陸工場 

２９％ 

臨海大型工場 

８３％ 
臨海大型工場 

７１％ 

内陸工場 １７％ 

2011年 2015年 

（2014年2月稼働） 福岡 

 

新ライン （2015年5月稼働） 

国内製粉工場の生産集約 

2014年2月 福岡新工場稼働  （投資額 約100億円） 

2015年5月 知多工場新ライン稼働                      （同約60億円） 

関東・中部・関西・九州の主要消費地において国内 
製粉工場の臨海大型工場への生産集約がほぼ 
完了し、海外の製粉会社及び海外からの輸入品と 
の競争に勝ち抜ける生産体制が確立 

パスタの生産拠点は、日本・ 米国・ トルコの 
世界３拠点体制 

 トルコにパスタの製造・販売会社を設立、パスタ
の世界展開も視野に取組みを加速 

 2015年5月に新工場が稼働し12月より日本市場
で販売を開始 

 ベトナム日清製粉 Co.,Ltd.（パスタソース） 

食品事業の最適生産体制構築 

日本向けの供給拠点並びに将来的なＡＳＥＡＮ   

     地域の市場開拓を目的に、パスタソース等の 
調理加工食品工場を稼働し（2014年10月）、 

 パスタソースの生産拠点は、
日本・タイ・ベトナムの     
世界３拠点体制 

（投資額 約24億円） 

（投資額  約15億円） 

  2015年2月より日本市場でパスタソースの販売
を開始。 
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４．最適生産体制の構築                  
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（75） 

（15） 

（5） 

中食・惣菜事業拡大 
ﾄｵｶﾂﾌｰｽﾞに出資 

冷凍食品工場 新設 ﾏ･ﾏｰﾏｶﾛﾆ神戸工場 

総菜工場（千葉県）新設 

補酵素棟（滋賀県）新設 

（28） 

総菜事業拡大 

診断薬原料事業拡大 

（350） 

（35） 

（3） 

買収・増強・工場買収 ﾐﾗｰ・ﾐﾘﾝｸﾞ社（米国） 

ﾁｬﾝﾋﾟｵﾝ製粉（ﾆｭｰｼﾞｰﾗﾝﾄﾞ） 

日清STC製粉（ﾀｲ） 

買収 

生産能力増強 

ﾍﾞﾄﾅﾑ日清製粉 設立  ﾊﾟｽﾀｿｰｽ工場新設 （15） 

（24） ﾄﾙｺ日清製粉 設立  ﾊﾟｽﾀ工場新設 

海 外 

（2） ﾌﾟﾚﾐｯｸｽ生産能力増強 ﾀｲ日清ﾃｸﾉﾐｯｸ 増強  

加
工
食
品 

酵
母
・バ
イ
オ 

製 

粉 

加
工
食
品 

【参考】 主な戦略投資とスケジュール 

（100） 

（60） 

（16） 

輸入品に対抗でき
るローコスト体制 
の確立    

福岡工場 新設 

知多工場 ライン増設 

阪神サイロ 増設 
製 

粉 
 

（持分法適用会社） 

（30%増強） 

（20%増強） 

（４工場買収） 

（25%増強） 

オリエンタル酵母工業 

２０１２年度 国 内 

（   ） 投資額（概算、見込み）     （着工）    （稼働）     買収・出資   

（単位：億円） ２０１３年度 ２０１４年度 ２０１５年度 

（2012年3月） 

（2012年2月） 

（35） 鶴見サイロ 増設 

ﾁﾘﾜｯｸ工場新ﾗｲﾝ増設 ﾛｼﾞｬｰｽﾞ・ﾌｰｽﾞ社（ｶﾅﾀﾞ） （34） 
（2017年秋稼働予定） 
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２０１６年度 

冷凍食品事業拡大 

（32） ｼﾞｮｲｱｽ・ﾌｰｽﾞ買収 
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Ⅳ．資本政策 
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資本の効率性と財務の安定性のバランスを取りながら、 

従来以上に積極的な株主還元に取り組む 

 「ＮＮＩ－１２０ Ⅱ」 資本政策  ① 

企業価値の創造を念頭に、戦略投資（Ｍ＆Ａ、設備投資） 
を推進するとともに、株主還元を一層積極化し、資本コスト 
を安定的に上回るＲＯＥの確保、向上に努める。 
 

 ※当社のビジネスモデルを踏まえ想定する２０２０年度の     
    ＲＯＥは、最低限６％以上とし、更なる向上を目指す 

配当性向の基準を従来の３０％以上から４０％以上に引き 

上げ、積極的に配当の上積みを図り、自己株式取得等は 

戦略投資資金需要等を勘案した上で機動的に実行していく 

18 

株主還元を一層積極化 



健康と信頼をお届けする 

（※2）        
2013年10月1日付け、
2014年10月1日付け 
にて、1株を1.1株に 
株式分割を実施 

49 
52 

63 

72 
78 

36.3% 
34.6% 

39.6% 
41.2% 

41.9% 

10.0%

15.0%

20.0%

25.0%

30.0%

35.0%

40.0%

45.0%

40

50

60

70

80

2013.3期 2014.3期 2015.3期 2016.3期 2017.3期 

配当総額 

配当性向 

更に 
積極化 

億円 

（予想） 

配当総額と配当性向の推移 

*2013年10月1日付け株式分割前 

 の発行済み株式総数をベースに 
 試算した1株当たり配当金の推移 

億円 

億円 

億円 
億円 

20円 20円 22円 24円 (予想） 

20円 21円 25.52円 29.04円 

2年連続で1株を1.1株に株式分割し、実質増配  （※2） 

１株当たり 
配当金 

3年連続で2円増配を実施（※1） 

(億円) 

１株当たり： 
配当金 

株式分割  
補正後 

* 

(予想） 

19 

（※1）          

2017．3期 中間配当・ 

期末配当にて、夫々 

1円の増配予定 

26円 

31.46円 

株式分割と増配で、実質的に 
４年連続となる増配を実施予定 

 「ＮＮＩ－１２０ Ⅱ」 資本政策  ② 
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 Ⅴ．小麦相場の状況 

20 
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【穀物相場推移】 

小麦相場の状況① 

注） グラフの背景の色は、農水省の輸入小麦売渡価格算定期間ごとに色分けしている 

シカゴ先物相場  （単位：ＵＳ＄／Ｂｕ） 

2012年  |  

21 

- 3.00 

過去最高 
8.31ドル/bu 
 (2012.8.21) 

過去最高 
17.71ドル/bu 
  (2012.9.4) 

2012年夏 
米国のコーン・
大豆産地で56年
ぶりの大旱魃 

|  2016年  

 
 
- 18.00 
 
- 17.00 
 
- 16.00 
 
- 15.00 
 
- 14.00 
 
- 13.00 
 
- 12.00 
 
- 11.00 
 
- 10.00 
 
- 9.00 
 
- 8.00 
 
- 7.00 
 
- 6.00 
 
- 5.00 
 
- 4.00 
      
- 3.00  

2013年  2014年  2015年  |  |  |  

2014年夏 
2年連続で史上最高
となる小麦・コーン・
大豆の世界的豊作 

2013年夏 
小麦・コーン・
大豆の世界
的な豊作 

コーン 

小麦 

大豆 

米国冬小麦の
作柄への懸念、
ウクライナ情勢
の緊迫化 

米国小麦産地の天候
不順により一時的に
上昇、以後潤沢な世
界小麦在庫見込から
軟調に推移 

3年連続となる史上最高の 
世界小麦生産量に伴う、 
潤沢な世界小麦在庫見込
から軟調に推移 
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小麦相場の状況② 

・ウクライナにおける乾燥及び作付面積
低下に伴う2016年産小麦生産量減少 

・南米における天候不良によるトウモロ
コシ、大豆の生産量減少及び品質懸念 

・米国及び欧州における2016年産 
小麦の順調な作付・生育の進展 

・米ドル高を背景とした米国産小麦
の輸出低調 

• 小麦相場は、ウクライナや豪州での乾燥懸念によりやや上昇する場面はあっ 

    たが、潤沢な世界在庫見込を背景に軟調に推移した。  

• 為替は若干の円高傾向で推移し、海上運賃も燃油価格の下落等を受けて   

  軟調であったことから、小麦の輸入価格は下がった。 

  

【今後の小麦相場の見通し】 

【２０１６年４月期 麦価改定】 （改定額算定期間：2015年9月第２週～2016年3月第１週） 

上昇要因 下落要因 

2016年  7月 11日～  日清製粉㈱業務用小麦粉の価格を値下げ 

2016年  4月 1日～  輸入小麦政府売渡価格 ５銘柄平均７．１％値下げ  
                 2015年10月期（５．７％値下げ）に続き２期連続の値下げ 

22 
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 Ⅵ．ＴＰＰ協定 

23 
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これまでの経緯 

ＴＰＰ協定① 

署 名 （ 2016 年 2 月 ） 後 ２ 年 以 内
（2018年2月中）に批准できない国
があった場合、ＧＤＰの合計が85%
以上を占める6か国以上が批准す
れば、 その６０日後に発効される 

＜ＴＰＰ協定発効の条件＞ 参加12か国のＧＤＰに占める割合 
           （ＩＭＦ資料、 2013年時点） 

日本
17.7% 

米国
60.4% 

＋ 
他に最低４か国で 

GDP合計6.9%以上 
が必要 （※） 

 （※）日米以外の主な国のＧＤＰの比率 
   ｶﾅﾀﾞ（6.6%）、 豪州（5.4%）、ﾒｷｼｺ（4.5%）、ﾏﾚｰｼｱ（1.1%） 

24 

・2013年  7月 日本がＴＰＰ交渉に参加を表明 

・2015年10月 米国アトランタで開催されたＴＰＰ交渉閣僚会合                               

で参加１２か国が大筋合意 

・2016年 2月  ニュージーランドのオークランドで参加１２か国                 

が協定文書に署名 

GDP合計  

85% 以上 
の6か国が批准 

＋ ＝ 

発効条件 

（農水省資料） 

  ①各国の議会承認等の国内手続きを経てＴＰＰ協定を批准 

  ②全ての参加国が批准を終えた６０日後にＴＰＰ協定が発効される 

＜ＴＰＰ協定発効までの流れ＞ 
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ＴＰＰ協定② 

①現在日本で使用されている小麦の９割は海外に依存しており、食糧安全 

   保障面で支障がないよう、国民の主要食糧である小麦の安定確保が重要 

②小麦は幅広い食品の原料に使用されており、小麦生産者、製粉産業、 

  食品産業、消費者、すべての段階での影響を踏まえた輸入国境措置の 

    整合性の維持が必要 

ＴＰＰ交渉に対する当社の視点 

当社グループの基本的な考え方 

①海外の製粉会社や海外からの輸入品との競争に勝ち抜けるコスト競争力の 

  強化策を実行する 

②引き続きお客様へ安全で安心な小麦粉製品を安定的に供給していくとともに、
製粉産業、食品産業が毀損しないように影響を勘案し必要な対策を求めて行く 

小麦及び小麦粉は国家貿易が維持され、 
原料小麦はマークアップの引下げ、小麦粉・
小麦粉調製品は輸入枠が新設された 

小麦製品の一部は、年数をかけて輸入
関税の削減あるいは撤廃 

合
意
内
容 

25 
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■現行の国家貿易制度を維持するとともに、枠外税率（55円／ｋｇ）を維持 

■米国、カナダ、豪州にＳＢＳ方式による 

  国別枠を新設 

■既存ＷＴＯ枠内のマークアップ（政府が輸入する際に徴収している差益）を  

    9年目までに45％削減し、新設する国別枠内のマークアップも同じ水準に設定 

小麦 

枠数量 合計 米国 カナダﾞ 豪州 

当初 19.2万ｔ 11.4 4.0 3.8 

7年目以降 25.3万ｔ 15.0 5.3 5.0 

 ＴＰＰ協定合意内容① 

ＴＰＰ参加国 米国 カナダ 豪州 

543万ｔ 310万ｔ 135万ｔ 98万ｔ 

食糧用小麦の輸入量 

        （2011年～2013年平均） 買付価格 

（穀物相場
や為替等に  

連動） 

港湾諸経費 

マークアップ 

買付価格 

（穀物相場
や為替等に  

連動） 

港湾諸経費 

マークアップ 

9年目までに45%削減 

政
府
買
入
価
格 

政
府
売
渡
価
格 

＜輸入小麦の政府売渡価格のイメージ＞ 

国別枠内に限り、主要５銘柄以外の小麦を
輸入する場合にはマークアップを９年目ま
でに50%削減した水準に設定 
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小麦製品 

■小麦製品については、小麦粉調製品等にＴＰＰ枠又は国別枠を新設（当初 
  4.5万ｔ → 6年目以降 6万ｔ）し、国家貿易制度で運用している小麦製品は、 
  引き続き国家貿易制度で運用。マカロニ・スパゲティは、関税を9年目までに 
  60％削減  

品目 
税率 枠数量 

輸入量 
（2011年～2013年平均） 

現行 ＴＰＰ合意 （発効時） → （6年目） TPP参加国 世界 

いった小麦、小麦粉
等（国家貿易品目） 

90円/kg 
（小麦粉の場合） 

枠内即時無税＋ﾏｰｸｱｯﾌﾟ 
（枠外税率は維持） 

12.5千㌧→ 17.5千㌧  0.6千㌧  3.7千㌧ 

小麦粉調製品 
（ベーカリー製品製造用） 

16%～24% 
枠内即時無税 

（枠外税率は維持） 
17.3千㌧ →  20千㌧ 17千㌧  41千㌧ 

小麦粉調製品 
（その他） 

16%～28% 
枠内即時無税 

（枠外税率は維持） 
15千㌧  → 22.5千㌧ 24千㌧  69千㌧ 

マカロニ・スパゲティ 30円/kg 9年目までに60%削減 － 22千㌧ 136千㌧ 

ビスケット 
15%（加糖） 

13%（無糖） 
6年目に無税 －  8千㌧  21千㌧ 

 ＴＰＰ協定合意内容② 
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記載内容に関する注意事項 

当資料に記載されている内容は、種々の前提に基づ
いたものであり、記載された将来の計画数値、施策の
実現を確約したり、保証するものではありません。 


